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か
つ
て
市
川
叩
パ
レ
ー
ド
亭
行
な
い
、

M

健
康
人

マ
で
川
る
い
郷
土
を
つ
一
F

ヘ

ろ

う

グ

と

呼

び

か

け

ま

し

た

リ

(

関

川

寸

ι弔
二
百
)
ム

(1) ):f' 8 7 号 士対 号事刊 す有 望重量 翠蕗

11-3)3末両面天白 -1I一 一三I I 
l lfチ| ニ応 報
ずれ | 三工工二 '市 一一一 市

た | 二二三
時 ! 二二二
は|

時四
J

リ

J 

〉

住
民
登
録
を

44.084 

:5J5 21.243 
文 22.841

世帯数 9.932 i 
面積 240.93平方 | 
キロメートル|

口人

(
間
以
以
陥
)

間

可コ

ぞ5

道
培

ご
奉
件
い
℃
き
れ
い
に

号

議

写真は市中パレードして

健康を呼びかける喜多ノト

鼓箇隊

〉く

× 

× 

× 

× 

× 



へ

い

r

で

ザ

〕

か
も
っ
と
聞
の
述
川
刊
を
も
ち
も
山
民
全
一
極
々
の
訓
立
や
述
絡
を
し
た
り
、
市
長
一
軽
に
お
い
で
下
さ
い
o

そ
の
ほ
か
一
中
野
水
道
三
七
九
二
一
で
あ
り
ま
す
。

川
の
山
川
刀
の
も
と
に
討
の
年
の
内
全
一
に
対
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
な
一
水
道
に
つ
い
て
ご
州
淡
に
応
じ
ま
一
土
問
水
泊
三
二
一
一
一
一
一
赤
十
字
に
は
、
児
も
な
お
、
老
も
浩

な
育
成
に
%
汀
す
べ
き
だ
と
の
け
川
治
に
一
同
一
一
州
す
る
山
関
と
し
て
、
同
相
一
二
十
三
一
す
。
一
清
水
水
道
陣
山
二
八
四
六
き
も
、
誰
で
も
怒
加
し
て
、
協
力
す
る

達
し
ま
し
た
。
一
午
に
市
の
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
一
@
井
戸
水
を
使
っ
て
い
る
ガ
で
水
質
一
神
田
水
辺
二
四
一
一
一
一
こ
と
が
で
き
ま
す
O
R
A
l平
吉
札
は

市
に
お
い
て
も
、
児
爪
一
引
の
建
設
、
一
の
で
す
。
一
検
査
す
ゼ
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
純
一
同
福
水
道
一
二
六
五
六
三
定
の
社
民
を
納
め
る
一
社
員
に
よ
っ
て

社
陥

ω一
円

成

な

ど

計

一

山

巾

で

あ

り

ま

す

一

一

所

へ

ご

相

談

下

さ

い

o
M問
中
は
一
有
国
地
区
で
は
一
組
引
制
さ
れ
た
特
政
な
法
人
で
、
一
切
の

(

芯

)

古

少

年

川

間

協

託

会

は

、

法

律

一

一

特

別

の

は

か

ら

い

を

い

た

し

ま

す

一

広

iE万
立
藤
阿
佐
香
夫
一
社
業
は
、
そ
の
社
員
組
織
に
よ
っ
て
倍

に

よ

っ

て

、

青

少

年

同

組

い

つ

い

て

の

一

一

一

指

定

工

事

目

以

外

の

方

に

水

道

工

事

一

進

さ

れ

て

お

り

、

伺

人

は

も

と

よ

り

、

。
王
将
5
在

、

こ

の

ほ

ど

協

議

会

一

体

に

も

は

い

っ

て

い

な

い

青

少

年

は

一

引

川

il--ぺ
1
1
1
J
1
i
i
l

一
三
十
八
年
度
の
上
水
道
工
事
山
富
は
一
の
申
持
さ
れ
て
お
本
空
襲
す
一
団
体
、
会
社
な
ど
も
法
人
と
し
て
社
員

玄
聞
き
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
一
月
に
お
よ
そ
一
五
一
げ
人
わ
り
一

t

れ
詩
編
機
織
総
額
一
大
洲
の
上
水
百
六
年
目
を
迎
え
ま
一
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
o

一
る
こ
と
む
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
一
に
な
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す

月
一
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
真
剣
に
話
し
合
一
こ
の
人
た
ち
に
対
す
る
裂
が
必
史

:

w

F

3
ル

繍

麟

離

職

し

た

o
Eの
皆

様

の

協

を

一

九

五

一

工

事

山

名

目

ぢ

一

下

さ

い

。

一

赤

十

字

社

員

に

さ

と

い

う

こ

と

は

5
一

い

ま

し

た

が

、

そ

の

あ

ら

ま

し

を

ご

主

で

あ

る

。

ま

た

芳

年

対

策

の

一

つ

一

ぷ

織

繍

繍

欄

繍

離

日

一

戸

の

給

水

戸

数

と

な

り

、

大

洲

以

外

一

内

政

水

道

コ

己

四

三

一

一

そ

の

ま

ま

社

員

の

総

力

に

よ

っ

て

咋
…
告
し
、
市
民
の
主
さ
ん

G
同
ー
刀
を
十
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織

w
Z凶
る

-

t

y

y

機

織

機

欄

一

の

習

に

は

悶

易

水

道

が

日

誌

で

き

て

一

浜

田

水

近

三

三

リ

五

一

一

人

類

の

平

和

と

宿

祉

の

た

め

に

奉

仕

す

れ
一
ね
が
う
も
の
で
す
Q

一

3
2
5
m
Eに
、

話

、

主

人

:

議

安

心

し

て

飲

め

る

上

水

道

jEして一

l
i
l
i
-
-
l
i
l
l
-

一
る
こ
と
て
特
別
に
恩
恵
と
か
利
益
な

l
E望
書

l
zら
な

い

問

、

よ

か

ら

ぬ

硝

織

榔

J
い

il--
一
J
翻
鰹
一
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

o

W掠
十

字

、

全

戸

加

入

運

動

一

ど

が

与

え

ら

れ

る

と

い

う

お

で

は

あ

一

一

主

の

お

く

れ

て

い

る

児

童

の

た

一

に

転

職

す

る

も

の

が

多

い

よ

う

弓

機

対

向

¥

尚

一

巡

畿

一

断

水

室

長

選

出

な

上

水

道

一

i

一
芸
せ
ん
o

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
-

昭
一
め
に
特
例

HERE--;よ見
守

っ

て

盤

以

内

¥Jト
一

式

総

鱗

一

に

切

り

替

え

ら

れ

て

健

康

で

語

一

発

足

百

周

2
3して
一
平
和
の
も
た
争
自
分
た
お
幸
福
で
一

ナ
一
、
県
の
草
壁
置
い
で
ほ
し
い
。
一
い
て
ほ
し
い
O

G

-

-

j

機

で

¥

必

繍

鱗

繍

機

一

い

毎

日

高

す

よ

足

し

て

下

さ

い

。

一

↑

i
ノ
J

一

号

ま

す

。

一

一
三
、
婦
人
と
も
し
び
や
V

Y

S
の
運
一
三
、
「
討
さ
口
少
年
に
つ
い
て
出
総
務
総
灘
麟
鱗
機
一
今
年
も
六
月
二
一
日
か
ら
ん
日
ま
で
「
一
警
告
白
間
組
織
と
し
ユ
一
軍
父
母
か
ら
一
言
つ
が
れ
、
す
べ
て
一
毎
年
青
は
、
赤
十
字
覇
月
間
と
一

主
動
を
も
っ
と
管
上
げ
て
ほ
し
い
。
一
が
あ
っ
た
ら
、

f
i
r
畿
機
織
機
額
一
色
益
出
閲
」
が
全
国
一
一
月
に
行
な
一
事
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
査
が

E
一
の
警
が
一
二
代
凹
代
に
わ
た
っ
て
ぷ
一
し
て
こ
の
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
一

鞠
一
回
、
出
館
円
高
言
す
る
た
め
、
一
て
も
っ
と
開
一
言
語
し
て
ま
し
、
一
》
ト

v
j
i
j
i
j
j
i
一
わ
れ
ま
す
当
市
で
は
組
問
中
次
の
よ
う
了
つ
ど
そ
の
百
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
主
十
字
の
棋
の
も
と
に
そ
の
蓄
を
襲
一
本
官
官
、
李
主
足
肩
年
一

j
導
員
の
入
場
に
便
宜
を
与
え
て
ほ
一
そ
の
ほ
か
、
青
少
年
に
も
つ
紅
巳
一
鯵
理
は
無
料
一
な
量
生
施
し
ま
ず
か
ら
ご
到
下
一
十
字
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
全
一
戸
加
入
一
し
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
o

一
に
あ
た
り
二
」
れ
を
記
念
し
て
舎

¥

仁

下

警

告

耳

目

立

話

ド

リ

水

道

週

間

は

じ

ま

る

計

義

の

パ

ツ

キ

ン

程

度

の

修

理

一

時

問

主

川

町

恥

-h訪
日

河

川

市

昨

日

開

一

d
日

開

山

uurために

龍
一
一
言

Z
Z三一三一一二三=一一三一一一二三一一二一言
Z
主

T
三
害

7
三

主

7
E
;
;
;
E
i
:
一=三一三三一一一一一一三三一二一三一一

Ez--
一
は
無
料
で
行
な
い
ま
す
o

一
の
す
み
ず
み
に
ま
で
理
解
さ
れ
、
喜
一
赤
十
字
の
め
ざ
す
か
な
た
に
人
類
の
し
一
室
る
人
著
書
に
よ
り
、
進
ん
で

一

↑

一

一

赤

十

字

社

員

に

な

っ

て

も

ら

つ

こ

と

を

j
一
大
洲
車
電
話
局
で
は
、
市
外
通
話
一
二
、
自
動
即
時
、
需
の
か
け
か
た
す
己
民
主
同
し
に
な
り
ま
す
と
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
一

2問
中
は
技
場
に
あ
る
ポ
ン
プ
室
一
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
成
長
し
て
き
ま
し
五
わ
せ
が
あ
る
こ
と
を
官
、
た
め
ら
一

一
を
お
か
け
に
な
る
と
き
、
ふ
な
れ
な
か
イ
ヤ
ル
で
つ
な
が
る
市
外
通
話
)
周
の
交
付
係
か
で
ま
す
か
り
あ
な
た
六
、
特
殊
喜
一
配
水
型
」
開
放
し
ま
ず
か
ら
お
気
一
た
o
日
本
主
主
も
ま
た
祖
父
母
や
一
う
こ
と
を
そ
の
事
進
み
た
い
も
の
一
願
っ
て
お
り
子
o

zzいの
で
、
次
の
こ
と
を
知
っ
て
松
山
へ
は

:
i
O八
九
九
の
寄
稿
坊
と
相
手
の
同
名
、
市
川
市
内
主
一
専
の
問
合
せ
一
口
出
一

i
I
l
l
i
-
-
-
i
l
l
-
-
I
l
i
l
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
I
l
i
l
i
-
-
l
i
-
-

持
一
い
た
だ
く
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。
内
子
へ
は
;
:
O八
九

三

凹

富

山

守

を

告

げ

て

お

申

し

込

み

に

な

れ

市

外

通

話

料

金

に

つ

い

て

の

問

合

せ

一

一

間

碕

を

は

か

る

と

と

も

に

、

ハ

イ

一

二

、

そ

族

、

昆

虫

(

か

、

は

え

、

の

す
ご
、
即
時
通
話
の
か
け
か
た
(
待
た
ず
を
ま
わ
し
、
つ
ず
い
て
相
手
の
加
ば
ヰ
出
返
す
ぐ
お
知
ら
せ
い
た
市
外
通
善
試
問
合
せ
一
弘

E
A
芝
、
)
苓
2
す

J

i

l

l

-

キ
ン
グ
コ

lス
を
新
し
く
設
定
す
み
等
)
の
駆
除
事
業
を
徹
底
す
る

E

一
話
事
事
ヘ
小
ん
F

窓

丈

個

人

一

一

一

に

す

ぐ

つ

な

が

る

市

外

通

話

)

入

主

苦

号

を

ま

わ

せ

ば

、

そ

し

ま

す

。

誌

の

待

九

日

聞

の

問

ん

ハ

せ

一

庶

伊

紅

長

J

G
実
フ
イ
ノ

l
l

一

る

。

一

ホ

、

健

康

教

育

を

推

進

す

る

。

特

一
八
崎
浜
、
八
多
し
骨
、
新
谷
、
大
川
、
の
ま
ま
つ
な
が
り
ま
す
。
五
、
そ
の
他
の
地
域
へ
の
市
外
通
話
一
O
T
1
F
川

一

一

へ

、

社

会

福

祉

協

議

会

の

育

成

強

他

一

に

家

厄

ω健
康
管
理
者
た
る
主

鞠
一
長
(
櫛
生
喜
む
)
へ
お
か
け
に
「
例
」
松
山
二
局
の
五
凶
三
O
宮

町

内

子

、

八

日

、

八

三

市

外

通

了

州

市

込

一

O
宗

一

た

す

け

る

市

の

施

藤

一

を

同

る

。

一

間

の

役

割

に

期

待

し

て

、

学

習

の

勝
一
な
る
と
き
は
一

O
八
番
を
回
す
と
局

}

l

砂

;

治

山

、

内

子

、

八

附

同

八

乏

行

一

一

ト

、

防

犯

灯

の

設

中

間

拡

充

を

図

る

。

一

場

を

充

実

す

る

。

J
の

受

付

添

で

ま

す

か

き

さ

に

あ

も

っ

と

じ

よ

う

す

位

富

市

E
E
E
u火
洲
市
健
富
市
建
設
罪
に
一
か
ら
扶
け
よ
い
出
雪
お
そ
い
一
チ
、

2
人
に
迷
惑
を
か
け
な
一
へ
、
健
康
幸

2
1

一
な
た
の
電
話
番
号
を
い
っ
て
、
相
手

E

)

長

く

j

一
よ
る
と
、
「
健
康
都
市
」
と
は
、
市
民
一
く
の
が
、
市
の
施
策
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
一
い
覇
を
強
力
に
推
進
す
る
一
一
日
常
生
活
の
規
範
と
す
る
。

;
一
の
局
名
と
屯
話
番
号
室
円
受
霊
山
市
外
電
話
の
か
け
か
た
八
担
八
ゲ
育
問
、
大
ハ
一
す
べ
て
が
躍
で
、
立
か
で
、
希
望
に
了
。
団
体
の
重
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
紋
一
リ
、
心
配
ご
と
相
談
所
の
強
化
一
ト
、
成
人
病
対
策
を
語
す
る
。

民

一

を

耳

に

あ

て

て

そ

の

ま

ま

少

し

お

ま

只

一

山

市

生

存

冷

む

)

へ

の

市

外

辺

一

み

ち

た

暮

し

が

で

き

る

こ

う

い

う

市

を

一

例

を

紹

介

し

ま

す

と

、

お

よ

長

の

と

一

。

健

康

生

活

一

チ

、

多

発

信

の

防

止

に

努

め

る

。

二
一
ち
に
な
れ
ば
す
ぐ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
場
合
は

O八
九
九
二
五
堕
一
一

O

J
、
大
川
、
長

ιを台
J

品川↓

ILC八
活
L

一
市
民
み
ん
な
の
努
力
で
つ
く
る
っ
と
す
一
お
り
で
す
が
、
さ
り
に
大
切
な
こ
と
が
一
ィ
、
昼
、
室
内
外
皇
室
行
一
日
空
術
者
撃
砲
す
る
。

三
一
、
通
話
時
分
や
料
金
を
す
ぐ
お
知
り
内
子
二
六
0
0需

ω場
合
は
O
八
九

)
I外
の
と
こ
ろ
へ
お
カ
け
の
ど
さ

ru〆
U
刊
タ
L
湿
り
八
J

ノ
九
早
川
一
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
佳
憾
の
こ
と
は
一
ら
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
て
近
く
間
一
よ

:B

一

一
に
な
り
た
い
と
き
は
、
三
凹
一
一
六

D
Oを
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
は
、
一

O需
を
ま
わ
す
ら
室
内
子
へ
の
市
外
需

O八
九
一
一
一
問
主
も
ち
ろ
ん
、
塁
走
、
教
育
、
産
業
一
か
れ
る
専
門
家
に
よ
る
部
会
で
研
究
さ
一
刊
行
の
完
全
処
理
に
努
め
一
@
健
康
快
活

一
一

O
六
番
ま
た
は
一

O
八
番
へ
霊
だ
さ
い
。
は
が
で
ま
す
か
-
り
あ
な
た
の
語
会
話
か
り
色
、
内
「
へ
の
而
一
建
設
、
交
通
な
ど
あ
ら
ゆ
る
制
策
が
こ
一
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

o
J
1語
、
合
等
の
公
共
譲
を
一
ィ
、
定
期
に
健
康
診
問
主
け
府

一
を
お
申
し
込
み
の
際
に
時
分
ま
た
は
な
ち
」
の
場
合
は
通
話
時
分
は
わ
か
号
、
相
手
d
品
名
台
、
市
川
号
、
外
通
話
申
込
一

O
U百
万

問

る

い

住

み

よ

い

大

洲

市

づ

く

り

に

一

一

l

一
気
の
円
出
費
、
甲
期
治
療
に
努

一

一

一

は

じ

め

、

全

市

の

清

掃

を

徹

底

す

一

一
主
義
り
た
い
旨
お
告
げ
に

f
1
1ぜ
ん
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童
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E
1
特

急
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主

口

行

l
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障
存
一
一
一
一
百
一
結
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
生
活
環
境
の
整
備
一
る
o

ホ

一

一
ば
通
話
終
了
役
す
ぐ
お
知
り
せ
し
7
四
ね
山
、
円
子
へ
の
通
話
時
分
や
料
円
い
つ
f
手

話

端

容

一

灯

一

川

プ

ザ

を

お

れ

い

に

な

る

と

き

一

私

た

ち

市

民

一

士

会

主

の

健

一

一

ハ

、

交

通

安

全

蓄

を

重

し

、

交

一

口

、

伝

岩

出

花

を

は

か

り

一
し
ま
す
o

会
を
お
知
り
に
な
り
た
い
え
言
、
「
ソ
7
日
か
ら
お
知
ら
せ
す
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に

君
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告

を

よ

く

し

言

語

一
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古
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一
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一

坦

徳

島
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を

は

か

る

o

一
白
市
北
の
慢
レ
」
発
生
防

一
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叶
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1
1
I
l
l
i
-
-
J
「
t
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
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ゴハペ
llljl

一
る
く
し
て
「
健
康
都
市
」
の
市
民
に
一
ィ
、
上
主
の
語
と
下
水
道
の
改
一
一
一
、
公
害
生
道
徳
の
喜
善
↑
』
に

Z乏《
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一

軒

γ
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ち
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一

J
H
w
u
ι
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円

凶
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ロ

引
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努

め
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室
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世
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町
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刊
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刊
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は
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ア
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ニ
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J
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/

(

方

市

じ

豆

一

し

て

、

き

で

決

め

た

ρ
健

康

告

一

ノ

?

?

し

交

通

」

一

oi

一
ホ

B
i
z
-

一

一

包

E
一

一

一

て

/

川

吋

日

わ

γ

o

J

ふ
川
、
川
一
一
十
カ
ヂ
君
主
実
行
す
る
こ
と
一
徳
の
需
を
は
か
星
通
安
全
の
一
ィ
、
精
神
衛
生
対
策
事
他
す
る
。
一
し
む
量
二
日
少

E外
喜

一

一

一

司

一

一

静

?

一

官

、

一

五

日

三

4
J二日川
町

九

日

日

計

十

一

時

「

し

、

市

街

地

一

口

十

世

話

尚

一

寸

前

日

目

uuh一

三

)

一

一

球

ん

郷

込

一

一

刊

誌

抗

日

と

ま

」

た

¥

訴

品

、

二

お

互

い

の

手

で

立

派

に

つ

く

2
げ

よ

一

の

宮

、

美

化

、

自

国

る

一

る
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す

る

o

一

」一

i
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-
-
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崎

戸

川

ち
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〔

げ

礼

V
J
K
i
l
l
j
i
-
-
L

↑
一
っ
と
す
る
努
力
を
、
直
後
主
幽
一
中
公
閥
、
児
童
遊
園
、
遊
歩
道
…
り
一
ハ
、
聖
地
衛
生
机
縦
の
一
る
一
へ
、
県
の
食
改
選
一
刻
に
呼
応
し
て
、
一

|
間
割
同
時
什
剖
剖
到
剥
淵
桝
幻
倒
捌
淵
司
副
制
判
制
判
認
調
割
引
司
川
叶
到
間

H
↓
到
聞
け
斗

d
出
割
判
料
引
い

(2) 

青
少
年
の
健

日

策

、

月?時

う伺のνーズシがまいりました。
I萄仁観光課では、当iτ備万，:[;1;;なl怯えておいでを

おr:i'ちして;tnりま「。

こ家族の却のひとときに、またお友達εの洞
践にご利用下さい。

Bコース 0 ・ 2.500円
(少彦名神社下から)

Cコース ー 2.400円
(亀山橋下から)

初光客の案内にご協力~.:c"い。

料金

合
理
的
で
楽
し
い
食
生
活
に
努
め
一
こ
う
し
て
、
市
民
の
総
力
で
う
る
お

問
る
い
家
校
関
係
を
つ
く
っ
て
一
い
の
め
る
希
望
に
満
ち
た
市
政
の
発
炭

健
康
生
活
の
誌
と
す
る
。
一
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
よ
う
と
す

ト
、
健
京
生
日
十
カ
条
を
守
り
、
一
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
の
街
を
一
み
ん
な
で
美
し
く
一

問
る
く
す
る
こ
と
に
労
め
る
。
一


